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1.現状の課題と
解決策



1．現状の課題と解決策

•公園内の整備の負担が大きい
…掃除は2人体制で実施

手が回っていない箇所も

•草刈り機が1台のみ
…一定以上の背丈の草は刈れない

圧倒的に足りない

＜課題＞

→人手不足、広大な敷地が原因

公園内の整備を
担えるロボットの製作



２.チーム名



２．チーム名   

＜チーム名＞ ＜ロゴ＞



２．チーム名   

MIRS2605

草刈松生
プロジェクト

＜チーム名＞ ＜ロゴ＞



３.ロボットの
概要



３．ロボットの概要

安全性を重視した草刈りロボット

長い背丈の
雑草を刈れる

自律走行でも
安全な機構

芝生アートの
作成
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３．ロボットの概要

安全性を重視した草刈りロボット

想定：広場などの人が立ち入れる箇所

内容：範囲を指定し、その範囲内の草刈りを行う



４.PoC構想



４．PoC構想

安全性を重視した草刈りロボット



４．PoC構想

①すりつぶす

②ピンセットで抜き取る

③ローラーで巻き込む

＜草の除去方法の模索＞

→最適なアプローチを検証



４．PoC構想
＜草の除去方法の模索＞ ローラー

板



４．PoC構想

課題:自律走行、自動停止の方法

＜ソフト面＞



４．PoC構想

課題:自律走行、自動停止の方法

→LiDAR,GPS,超音波センサなど

＜ソフト面＞

屋外走行に適したセンサの選定



５.まとめ



５．まとめ

ロボットの安全性のために…

‣草刈り方法の模索
刃物を用いないアプローチから安全な
機構を選定

‣安定した自律走行の実現
候補から屋外での制御に適したものを
運用

ロボットが実現すると…

‣景観の保護
草を除去することで美化と作業の効率
化につながる

‣来場者の増加、地域活性化
管理の徹底により観光地、地域の憩い
の場としての質を上げる
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